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　続いて，23 流域における 72 の降雨イベント時の流出水量と負荷量をもとに，それらのモデル化を検討した。
この結果，）負荷量はイベント降水量，降雨継続時間，降雨強度と正の相関関係にあること，2）一方，イ
ベント平均濃度は降雨強度と負の相関関係にあること，3）イベント濃度と無降雨時水質とは比例関係にあ
ること，4）負荷量予測モデルの方が濃度予測モデルより精度が高いこと，5）地域性を導入すると予測モデ
ルの精度が格段によくなること，を明らかにした。
　最後に，上述のモデルを用いて，無降雨時と降雨時の負荷量を比較した。この結果，降雨時に大量の物質
が流出するので，そうした時期での負荷量測定が極めて重要であることを示した。すなわち，森林流域から
の負荷推定にあたっては，大降雨時の測定が必要不可欠であることを示した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，大量の水サンプルを分析することによって，日本の 5 地域にある森林流域からの炭素，窒素，
リンの流出濃度，及び負荷量を，無降雨時と降雨時に分けて明らかにした。また，森林の種類，地域の気候
特性などにより，そうした濃度や負荷量にどのような変化が生じるのかを解析した。さらに，降雨時流出負
荷量を降雨特性などによりモデル化することから，無降雨時と降雨時の負荷量を比較することを可能にし，
特に降雨時の負荷量の測定が森林域からの負荷推定に際して極めて重要であることを指摘した。
　以上のように，本研究は日本の森林流域からの炭素，窒素，リンの流出濃度，負荷量に関する基本特性を
明らかし，一部をモデル化することに成功した。したがって得られた成果は学術的に大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
